対話支持拡大参考例　　　２０１１・２・２３　日本共産党愛知県委員会ＳＳ

【パターンＡ】
· こんにちは。日本共産党の○○○○です。○○の活動を報告したチラシを配布させていただいていますが、ごらんになりましたか。

（入ってない、見てないというときは、「失礼しました。近々お届けできるようにします」。）
· 市議会解散で、出直し市議選が３月４日から（１３日投票）行われます。日本共産党は、議員報酬半減や海外視察の廃止を必ず実現します。ご支援をお願いします。

· 今度の市議選の争点は「市民のために働く議員」「暮らしの痛みがわかる議員」を選ぶかどうかだと思いますがいかがでしょうか。

· 年寄りの医療費無料化の拡大、住宅リフォーム助成制度の創設など、































































































アンケートでも要望が高いのが介護や福祉・くらしの充実です。日本共産党は（事例を掲げ）を公約にしていますが、何かご意見・要望はありますか。
《約束の事例》国保料の１人１万円引き下げ、保育園の増設で待機を解消や介護保険料や利用料の軽減、特別養護老人　　ホームの増設、子どもやお年寄りの医療費無料化の拡大、学校給食の無料化、雇用の確保、住宅リフォーム助成制度の創設、議会改革、など。
· オール与党市政が終わり、河村市長で、さあ、くらしがよくなる、と思ったのに、議会改革を別にすれば、くらしの実態はほとんど変わらず、減税を口実にした「行革」で、福祉がズタズタにされてしまいました。
《事例》児童福祉施設では年に一度の海水浴に行く予算が３割もカット、入学式に着せる服も新調できず、１年間の運営費より１つの大企業の減税分の方が多い。私学助成を１億２千万円削減。国民健康保険料を大幅に値上げし、年金所得１２０万円の単身者の保険料は１５万円（所得の１２・５％）。特別養護老人ホームの待機者は５８００人、保育園の待機児も１７６６人。中津川キャンプ所廃止。平針の里山に開発を許可。のりたけ・千種台・山田保育園の民営化に続いて、苗代・汐見が丘保育園を民営化。３０か園を残して９０の保育園を民営化する計画（当面２０園を民営化）。市立城西病院を民間に売却、緑市民病院を民営化、守山市民病院も見直し。
· 行革でみんな減らしているかと思えば、そうではないんです。高速道路や空港、名古屋港開発、リニア新幹線などを推進し、本丸御殿（１５０億円）の再建どころか天守閣の木造再建（５００億円）もやるとマニフェストに書きました。
· 天守閣が保育園や特養老人ホームより優先することでしょうか。どう思いますか。

· ムダな事業を見直し、政令市第２位の財政力を生かせば実現できます。
《実績宣伝》日本共産党は、子どもの医療費無料化の拡大などにいっかんして取り組み、市長選直後にも市長へ申し入れ、中学卒業まで通院無料が実現します。１０年前は３歳未満まででしたが、ここまで頑張りました。議会改革もオール与党に時代から報酬引き上げに毎回反対し引き下げよと要求、「政務調査費公開」「費用弁償（議会出席手当１日１万円）廃止」を呼びかけ実現。４年に１度の豪華海外視察の廃止-を要求しています、減税日本は２回とも出かけ、カジノ鵜をしてマスコミをにぎわしましたがもうやめさせます。妊婦健診無料化を２回から１４回へ拡大しました。ヒブワクチンなどの助成や地下鉄のホーム柵設置なども繰り返し要求してきたものです。保育料の値上げや自動車図書館廃止を河村市長が提案した時にはやめさせました。保育園のエアコン設置や老朽化した学校の大規模改造も開始。
· 市民こそ政治の主人公の立場で、市民に寄り添い、苦しみや困難の解決にがんばっています。○○○○をよろしくお願いします。

【パターンＢ】
· こんにちは。日本共産党の○○○○です。○○の活動を報告したチラシを配布させていただいていますが、ごらんになりましたか。

（入ってない、見てないというときは、「失礼しました。近々お届けできるようにします」。）
· 出直し市議選が３月４日から（１３日投票）行われます。日本共産党は、議員報酬半減や海外視察の廃止を必ず実現します。ご支援をよろしくお願いします。

· 今度の市議選はマスコミが「現職か新人か」「既成政党か地域新党か」と言っていますが、議員を選ぶ基準は「市民のために働く議員かどうか」ではないでしょうか。

· ところで、市長は「減税日本」の議員で議会の過半数を獲得し、「何でも賛成」の議会をつくろうとしています。民主・自民・公明も、なだれをうって河村市長にすり寄っています。みんなの党も、「徹底した行政改革」を言うだけで結局、中身は同じことです。これでは翼賛議会になってしまいます。報酬半減や海外視察の廃止など、議会改革は当然ですが、市長の思うままの政治にしていいのでしょうか。

· 数の力で押し切る市長のやりすぎが心配されていますがどう思いますか。
《河村市長のめざす市政の例》児童虐待は地域で監視する、保育は空きアパートでみんなで面倒見る、区役所も民間がやればええ、憲法９条は「おそろしい条文」だから変えた方がええ、減税は福祉ではない、もうかっている企業や金持ちの誘致が目的。議員はいらない、地域委員会で議論すればいい。
· こんな時にこそ、市長に迎合せず、悪いことにはきっぱりとものをいう、市民のために働く議員が必要ではないでしょうか。
· パターンＡの公約や市政の実態などを語る
※愛知民報、赤旗号外を手元に置いて、相手に応じて自由に語ってください。
